
                                         

令和８年度 第１回静岡県小売業ＳＡＦＥ協議会 

 

 

    令和８年９月 15日(火) 13：30～15：30 

静岡地方合同庁舎４階 

 

 

次 第 

 

１ あいさつ               

 

        静岡労働局労働基準部長 

13：30～13：35  

２ 労働行政の現況 

   （労働災害発生状況、労働局の取組等） 

 

静岡労働局労働基準部 健康安全課長 

13：35～13：45  

３ 各行政での取り組み（10分程度） 

 

 

静岡県健康福祉部健康局健康増進課 

                                   13：45～13：55  

４ 各事業場における事例発表（３団体、各15分程度） 

  （転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について） 

 

                               ①株式会社遠鉄ストア  

                                ②株式会社杏林堂薬局  

                                ③株式会社静鉄ストア  

                 

13：55～14：40  

５ 質疑応答  

                                   14：40～15：00 

（６ 関連事業場による取組紹介等） 

                               ①大塚製薬株式会社 

                               ②公益社団法人理学療法士会 

15：00～15：20  

７ 事務局からのお知らせ 

  ・第２回協議会の開催予定について等 

15：20～15：30  



令和８年度第１回
静岡県小売業ＳＡＦＥ協議会
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 １ 県内の労働災害発生状況
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静岡県内の死亡労働災害の推移（平成23年～令和７年）
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令和７年 死亡者数 計１７人



4

令和7年 業種別死亡者割合

製造業

47%

建設業

35%

運輸交通業

6%

農林業

6%

清掃・と畜業

6%

令和７年 業種別死亡者割合

墜落、転落

41%

はさまれ、巻

き込まれ

23%

高温・低温の物と

の接触

12%

崩壊、倒壊

12%

飛来、落下

6%

交通事故（道路）

6%

令和７年 事故の型別死亡者割合

令和7年 事故の型別死亡者割合
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静岡県内の死亡労働災害の推移（令和８年７月末現在）

令和８年８月21日時点：暫定値 死亡災害 計２1人
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業種別死亡者数（各年７月末現在）
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事故の型別死亡者数（各年７月末現在）
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静岡県内の死傷災害の推移（平成23年～令和７年）

令和７年 死傷者数 計４４９９人
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令和7年 業種別死傷者割合 令和7年 事故の型別死傷者割合

製造業

29%

商業

15%

運輸交通業

12%

保健衛生業

11%

建設業

10%

その他

23%

令和７年 業種別死傷者割合

転倒

27%

墜落、転落

15%

動作の反動・無理な

動作

14%

はさまれ、巻き

込まれ

12%

その他

32%

令和７年 事故の型別死傷者割合
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死傷災害（休業４日以上）（各年７月末現在）

令和７年７月末と比べ１６９人増加
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第三次産業（小売業・社会福祉施設）の死傷災害の現状

519
534 546

521

481

342 354 356 359
388

136 143 152 153
177

R3 R4 R5 R6 R7

小売業 社会福祉施設 飲食店
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第三次産業（小売業・社会福祉施設）の死傷災害の現状(令和7年）
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 ２ 転倒災害防止
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転倒災害の推移（平成23年～令和７年）

令和７年 死傷者数 計１２０１人
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事故の型別死傷者数（各年７月末現在）
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70代～
１８％

60代
3２％

50代
２８％

40代
１１％

本日、配付しています。
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70代～
１８％

60代
3２％

50代
２８％

40代
１１％
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3  高年齢労働者の労働災害防止
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高年齢労働者の死傷災害の推移（平成23年～令和７年）

令和７年 死傷者数 計１４３４人
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高年齢労働者の労働災害防止

【高年齢労働者の労働災害防止のための措置（R8.4.1施行）】

高年齢労働者の労働災害防止を図るため、高年齢労働者の特性に配慮

した作業環境の改善、作業管理などの必要な措置を講ずることが事業者

の努力義務となりました。

（労働安全衛生法第62条の2第1項）

また、国において、事業者による措置の適切かつ有効な実施を図るた

めの指針を定めることとしており、事業者の方には、指針に基づいた取

り組みを行っていただく必要があります。

（労働安全衛生法第62条の2第2項）
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本日、配付しています。
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４ 全国労働衛生週間の取組
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本日、配付しています。
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各事業場における事例発表 

（転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について） 

株式会社遠鉄ストア 



 

 

 テーマ：転倒災害や高年齢労働者及び外国人労働者における労働災害に対する取組み 

 

調査事項 

（1）御社における労

働災害発生状況 

①：令和８年（１-５月）の災害発生状況 

 不休災害を含めた全ての死傷災害： １５件 

 うち、休業４日以上の死傷災害： ３件 

②：①の災害の特徴 

 ⅰ）災害の事故の型別件数 

切創６件、打撲３件、骨折・ひび２件、腰痛・捻挫・ 

裂傷・その他各１件（転倒災害６件）  

 ⅱ）被災者の年代ごとの発生件数内訳 

３０代１名、４０代１名、５０代３名、６０代９名、７０代１名 

 ⅲ）外国人労働者の災害発生件数 ０件 

（2）令和６年～７年

度に取り組んだ労働

災害防止対策につい

て（特に SAFE協議会

を通じて取り組んだ

対策について） 

 

①取り組んだことで効果があったものとその事例 

 ※別添の資料を参照願います。 

②取り組んだが、効果が見込まれなかったものや課題となっている事

例等について 

 ※別添の資料を参照願います。 

 

（3）今後導入を検討

している労働災害防

止対策について 

※別添の資料を参照願います。 

 

 

 



2026年9月15日

株式会社 遠鉄ストア

転倒災害や高年齢労働者及び
外国人労働者における労働災
害に対する取組み



◇令和８年１～５月の災害発生状況
１．不休災害を含めた全ての死傷災害
１５件（うち、休業４日以上：３件）
前年同期間比－２件（休業±０件）

２．災害の事故の型別件数

（転倒事故６件 打撲２、骨折２、捻挫・切創各１）

内容 切創 打撲 骨折・
ひび

腰痛 捻挫 裂傷 その他

件数 ６ ３ ２ １ １ １ １



３．年代別の発生件数

年代
３０代
以下

４０代 ５０代 ６０代 ７０代

在籍人数 647 425 748 761 202

件数 １ １ ３ ９ １
発生率 0.2％ 0.2％ 0.4％ 1.2％ 0.5％

４．外国人の発生件数

０件 （４９名在籍、平均年齢３９.２才 ※技能実習生除く）

（転倒事故は全員６０代以上）



事故内容詳細
傷病
名

職種
年
代

転
倒

内容

1 切創 ﾍﾞｰｶﾘｰ 60
食パンスライス作業中、スライサーの安全カバーを使
用しなかったため人差し指先端を負傷

2 切創
ﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ

60
サービスカウンター内で商品包装中誤って右手中指を
ハサミの刃で切ってしまい負傷

3 切創 鮮魚 50
真鯛のうろこ取り作業中、ヒレが右手人差し指に刺さり
抜けなくなり負傷

4 切創 青果 60
キャベツカット作業中左手が滑り包丁の刃に当たり負
傷

5 切創 精肉 30
丸刃スライサーを清掃中誤って左手人差し指が刃に
当たり負傷

6 切創 レジ 60 〇
店内を移動中につまずき転倒、右膝を床に強打し負
傷

7 打撲 鮮魚 70 〇
作業場に入る際扉横の台車に躓き転倒、額と左手首
を作業台に強打し負傷



事故内容詳細
傷病
名

職種
年
代

転
倒

休
業

内容

8 打撲 惣菜 60 〇 店内歩行中床が濡れており足を滑らせ負傷

9 打撲 フロア 50
木製ﾀﾞﾐｰ什器を片付けようとした際置いてあった別
の木製ﾀﾞﾐｰ什器が落下し右目上部に当たり負傷

10 骨折 フロア 60 〇
バックヤード冷蔵庫前床に敷いてあった給水シート
を踏んで転倒し負傷

11 骨折 フロア 60 〇 〇
パンのバンジュウのキャリーを誤って踏み足を滑ら
せて転倒し負傷

12 腰痛 青果 50 〇
玉ねぎの入ったｺﾝﾃﾅを別の台車へ移し換えていた
際腰に激痛を感じ負傷

13 捻挫 レジ 60 〇 〇
風除室清掃後店内へ戻る際床に敷いてあるマット
に躓き転倒し負傷

14 裂傷
ﾄﾞﾗｯｸﾞ
ｽﾄｱ

40
陳列什器を組み立てる作業中、顔を近づけた際左
側の吊り下げ什器の角に左目が当り負傷

15
その
他

フロア 60
店舗外の6輪台車置き場に台車片付け作業中、強
風で棚板が倒れてきて角が左目下にぶつかり負傷



◇労働災害防止対策取り組み状況

１．毎月の情報発信
２．四半期ごとの情報発信
３．産業医の巡店時の指摘
４．ＳＡＦＥ協議会を通じた取り組み
５．今後取り組み予定の防止策



１．毎月の情報発信
・イントラネット上で内容を共有
・各店では衛生委員会、全体朝礼で注意喚起



２．四半期ごとの情報発信
（1）店長会で事例の共有



２．四半期ごとの情報発信
（2）チーフ会議で事例の共有
スライドを使って説明、注意喚起



転倒事故についても事例共有、注意喚起



３．産業医巡店時の指摘
チェック表を見ながら職場巡視、要改善
項目は画像で記録、全店に内容を共有



４．ＳＡＦＥ協議会を通じた取り組み
（1）ポスターの掲出



４．ＳＡＦＥ協議会を通じた取り組み
（2）転倒・腰痛予防セミナー開催
※理学療法士会様のご協力

定期健康診断時に実施
事前予約性としたが、
参加人数がわずか・・・

当日、来場者に声掛けを行い
体力診断を実施



５．今後取り組み予定の防止策

・高齢者の体力測定
実施方法を検討中（集合ｏｒセルフ)

・始業前のラジオ体操（約３分）
有線放送のタイマー設定



  

 

  

各事業場における事例発表 

（転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について）          

株式会社杏林堂薬局 



 

 

テーマ：転倒災害や高年齢労働者及び外国人労働者における労働災害に対する取組み 

 

調査事項 

（1）御社における労

働災害発生状況 

①：令和８年（１-５月）の災害発生状況 

 不休災害を含めた全ての死傷災害： １９件 

 うち、休業４日以上の死傷災害： ７件 

 

②：①の災害の特徴 

 ⅰ）災害の事故の型別件数（特に転倒災害の件数）  

墜落・転落：３件、転倒：６件、切れ・こすれ：１件 

  有害物等との接触：１件、激突：１件、はさまれ：１件 

  動作の反動、無理な動作：５件、通勤災害：１件 

  

 ⅱ）被災者の年代ごとの発生件数内訳（特に 50代、60代の割合） 

  20代：１件、30代：２件、40代：２件、 

50代：７件、60代：６件、70代：１件 

 

 ⅲ）外国人労働者の災害発生件数 

  該当なし 

（2）令和６年～７年

度に取り組んだ労働

災害防止対策につい

て（特に SAFE協議会

を通じて取り組んだ

対策について） 

 

① 取り組んだことで効果があったものとその事例 

令和 6年度～7年度において、労働災害防止対策の一環として、+safe

事業を通じて、過去に発生した労働災害事例や店舗作業に潜む危険要

因を洗い出し、リスクアセスメント表を作成しました。 

 

作成したリスクアセスメント表を基に、モデル店舗を決めて、その店

舗従業員へ危険ポイントや安全な作業方法について注意喚起を実施

し、日常業務における安全意識の向上に努めました。 

その結果、注意喚起を行った作業に関する労働災害は、その後発生し

ておらず、従業員一人ひとりが危険を予測し、安全行動を取る意識の醸

成につながったものと考えております。 

 

②取り組んだが、効果が見込まれなかったものや課題となっている事

例等について 

労働災害事例の共有（労災速報の配信）をおこない注意喚起を行った

後も作業手順の徹底が十分に浸透せず、危険行動が見受けられるなど、

期待したほどの効果が得られない事例もありました。特に、繁忙時や人

員が限られる状況では、安全確認が後回しになりやすいことが課題と

なっています。 



 

 

 

（3）今後導入を検討

している労働災害防

止対策について 

転倒災害のリスク低減を目的として、当社のアスリート正社員（陸上

競技部員 4名）が監修・出演する準備体操及び筋力トレーニング動画を

作成し、全従業員へ周知しております。 

動画を活用した定期的な運動を促進することで、筋力・柔軟性・バラ

ンス能力の維持・向上を図り、転倒しにくい身体づくりによる労働災害

の予防に取り組んでおります。 

今後も継続的な啓発活動を行い、従業員の健康維持及び転倒災害の

防止につなげてまいります。 

 

 



 

  

各事業場における事例発表 

（転倒災害、高年齢労働者・外国人労働者における労働災害防止について） 

株式会社静鉄ストア 



 

 

                                   

テーマ：転倒災害や高年齢労働者及び外国人労働者における労働災害に対する取組み 

 

調査事項 

（1）御社における労

働災害発生状況 

①：令和８年（１-５月）の災害発生状況 

 不休災害を含めた全ての死傷災害： 9件 

 うち、休業４日以上の死傷災害： 3件 

②：①の災害の特徴 

 ⅰ）災害の事故の型別件数（特に転倒災害の件数）  

 転倒：3件、切れ・こすれ：5件、追突：１件 

 

 ⅱ）被災者の年代ごとの発生件数内訳（特に 50代、60代の割合） 

 10代：１件、30代：2件、50代：2件 

 60代：2件、70代：1件 

 

 ⅲ）外国人労働者の災害発生件数 

 0件 

（2）令和６年～７年

度に取り組んだ労働

災害防止対策につい

て（特に SAFE協議会

を通じて取り組んだ

対策について） 

 

①取り組んだことで効果があったものとその事例 

・夜間の転倒事案があった後に、夜間の職場巡視チェックを行い、通路

の照明不足箇所や夜間の危険個所を明確化させた。各事業所の職場巡

視チェックは、これまで昼間に行われることが多く課題が見えていな

かった。 

・デリカ部門の作業靴のすり減りによる転倒防止として、毎年 5 月を

交換月と定め交換をするよう設定。すり減り具合が早い場合は交換を

待たずに実施。デリカ部門作業場での転倒事案は令和 7年度なし 

 

②取り組んだが、効果が見込まれなかったものや課題となっている事

例等について 

・高年齢者の労災対策 

高齢者に対象を絞った対策ができていない 

 

（3）今後導入を検討

している労働災害防

止対策について 

・本人申告での体力状況、事業所のヒヤリハット事案を別アンケートに

含めて実施し集計を行う。 
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